日本史授業プリント（38期）中世１１　鎌倉文化（２）

☆１２Ｃ末～１４Ｃ前の文化… 鎌倉文化
①公武二元的文化…公家文化と武家文化の併存("公"の優位)  庶民にも着目

②宋・元文化の影響←貿易、僧侶の往来       ③濃い仏教色  ex．無常観

建築と美術  ☆宋・元文化の導入

  建築　大仏様    (EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんじく),天竺)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よう),様))…宋の様式　雄大・粗放・天井なし　短期間・低予算
ex．東大寺南大門[奈良]、浄土寺浄土堂[兵庫]
　　　　　※東大寺は1180年の平重衡による南都焼討によって大仏殿など焼失

　　　　　　　→重源　　(浄土宗：３度入宋)が勧進職に任じられ諸国へ　1195年完成
        禅宗様　　　(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(からよう),唐様))…宋の様式　精巧・繊細・急勾配の屋根　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かとうまど),花頭窓)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さんからど),桟唐戸)・扇垂木　

ex．円覚寺EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃり),舎利)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(でん),殿)[鎌倉]
　　　　和様…旧来の様式  ex．蓮華王院本堂( 三十三間堂) [京都]、石山寺多宝塔、秋篠寺本堂

        EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せっちゅうよう),折衷様)(新和様)…和様に大仏様・禅宗様を混合  ex．観心寺金堂[大阪]
  彫刻  奈良仏師(特に 慶派)の活躍…写実性・豊かな人間性  多数の仏像・肖像
          　←天平彫刻の伝統、宋風彫刻の影響、焼失した南都の復興

        ex．東大寺南大門金剛力士像( 運慶　　・快慶　　合作)  興福寺EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むちゃく),無著)・世親像( 運慶)

            東大寺僧形八幡神像( 快慶)  蓮華王院本堂千手観音座像( 湛慶　　)

            興福寺天灯鬼・竜灯鬼像( 康弁)  六波羅蜜寺空也上人像( 康勝)

        その他  明月院上杉重房像[鎌倉]  東大寺重源上人像  高徳院阿弥陀如来像(鎌倉大仏)

        　　　　東大寺大仏の修復…宋の工人 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちんわけい),陳和卿)(重源に従って渡来　大仏殿再建にも参加)
  絵画  似絵　　…大和絵の肖像画　写実的

          ex．藤原隆信( 伝平重盛像・伝源頼朝像)・信実( 後鳥羽上皇像)父子

　　　　僧侶の肖像　明恵上人樹上座禅図　　親鸞聖人像(｢鏡の御影｣)
        頂相　　(ちんぞう)…禅僧で祖師を描いた肖像画  師から弟子に与えるもの

        絵巻物  『北野天神縁起絵巻』(伝藤原信実) 『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こかわ),粉河)寺縁起絵巻』『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さんおうれいげん),山王霊験)記絵巻』
『春日権現験記』・『石山寺縁起絵巻』(共に 高階隆兼)　　…寺社の縁起
　　　　　　　　『法然上人絵伝』(土佐吉光)  『一遍上人絵伝(一遍聖絵)』(円伊)　…高僧の伝記

『蒙古襲来絵巻』『平治物語絵巻』『後三年合戦絵巻』『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おぶすま),男衾)三郎絵巻』
『西行物語絵巻』『地獄草紙』『餓鬼草紙』『病草紙』『天狗草紙』など

　書道  EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうれんいん),青蓮院)流…尊円法親王  世尊寺流(行成)に宋風を取り入れる  ex．『鷹巣帖』

  陶芸  瀬戸焼　　　[尾張]…陶磁器　陶工 加藤景正が宋の技術を伝えたという伝承

　　　　ほか 備前焼[岡山]、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とこなめ),常滑)焼[愛知]、信楽焼、越前焼、丹波焼、珠洲焼[石川]
  武具  刀剣  ex．粟田口吉光[京]、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おさふね),長船)長光[備前]、岡崎正宗[鎌倉]
        甲冑  ex．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みょうちん),明珍)…京の甲冑・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つば),鐔)工師の家名　江戸時代まで続く

文学と学問  ☆公家文化と武家文化
　学問　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ゆうそくこじつ),有職故実)　　　　…朝廷の儀式・先例の研究  ex．『禁秘抄』(順徳天皇)
  　　　古典研究  仙覚『万葉集EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうしゃく),註釈)』  EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うらべ),卜部)兼方『釈日本紀』  源光行・親行『水源抄』(源氏)
　　　　宋学(宋代の儒学)…禅宗とともに伝わる　大義名分(君臣の別を正す)の重視　ex．朱子学

　　　　 金沢文庫　　　　武…図書館  北条(金沢)実時が EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうみょう),称名)寺(武蔵国金沢)に設立 
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  和歌  『新古今和歌集』…後鳥羽上皇の命→藤原定家・藤原家隆ら編纂  八代集の最後
    ☆歌人  藤原俊成(定家の父 『千載集』編者)   　日記『 明月記』・歌論『近代秀歌』

            西行　　(俗名佐藤義清  もと鳥羽院の北面の武士  諸国遍歴  『 山家集』)

          　源実朝 (３代将軍  右大臣)『金槐　　和歌集』…万葉調
  歴史  『愚管抄　　　』…慈円　　(慈鎮)著（天台 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(ざす),座主)　関白九条兼実の弟）[1220:承久の乱直前]
　　　　　　　　　　　　　 史論　歴史の 道理(当然の筋道)を追求
　　　　『吾妻鏡　　　』武…１４世紀成立　幕府の歴史書[1180-1266]  日記体 　
　　　　『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げんこうしゃくしょ),元亨釈書)　　　』…EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こかんしれん),虎関師錬)(臨済宗)著[1322]  日本初の仏教通史

　　　　『水鏡』(神代～仁明　歴史物語　中山忠親)　『百錬抄』(968～1259年　編年体の史書)　　　　　 　　　

  紀行  『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いざよい),十六夜)日記』( EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あぶつに),阿仏尼))・『東関紀行』(源親行?)・『海道紀』(源光行?)…鎌倉～京間

  随筆  『方丈記』( 鴨長明 １３Ｃ初)・『徒然草』( EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うらべ),卜部)(吉田)兼好  １４Ｃ前)
  説話集  『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃせきしゅう),沙石集)』( 無住)・『宇治拾遺物語』・『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ここん),古今)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょもんしゅう),著聞集)』(橘成季)・『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じっきんしょう),十訓抄)』

  軍記物  『平家物語』…信濃EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぜんじ),前司)行長著?  →琵琶法師の語り( 平曲)

          『源平盛衰記』(平家の異本?  "読み本")・『保元物語』・『平治物語』


日本史授業プリント（38期）中世１２　鎌倉幕府の滅亡

☆１４Ｃ初の政治情勢

  鎌倉：北条高時　　　　(執権→得宗)の専制…内管領 長崎EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たかすけ),高資)(平頼綱と同族)ら御内人中心

  京都：天皇家の分裂

　　　　　後嵯峨　　 後深草(兄) →伏見・後伏見  …持明院統　　　( 長講堂領を継承)

　　　　　　　　　　 亀山(弟) →後宇多・後二条　…大覚寺統　　　( 八条院領を継承)　　対立

        →幕府の斡旋で 両党迭立　　　　の原則…両統が交互に皇位に

　　　　→1317. 両統の妥協成立(ex.１０年で譲位)… eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶんぽう),文保)の和談
      　☆摂関家も分裂… 五摂家（ 一条・二条・九条・近衛・鷹司)から摂政関白

幕府の滅亡と建武の新政

天皇　　　　　　 1318～　大覚寺統  

　　　延喜・天暦の治＝天皇親政を理想視　ex．院政の停止　記録所の再興　
　　1324．正中の変…討幕計画→失敗  日野資朝配流のち処刑

　　1331．元弘　　の変…討幕計画→失敗  日野俊基処刑  天皇：笠置山→隠岐　　配流

　　　　　　　　1331～33.  持明院統

　　反幕府勢力　ex．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もりよし),護良)親王(尊雲法親王)…後醍醐の皇子  天台座主となり僧兵(寺院勢力)を結集

　　　の活動　　　　楠木正成　　　　…河内の土豪(悪党出身)  赤坂城・千早城[河内]
　  1333. 後醍醐、隠岐脱出…名和長年[伯耆]、天皇を船上山に迎える

　　　　　地方豪族の蜂起  ex．赤松則村[播磨]、菊池武時[肥後]
　　　　　有力御家人  ex．足利高氏　　　　[下野]→六波羅探題を陥落

　　　　　　　も反旗      新田義貞　　　　[上野]→鎌倉幕府  を 〃

　　　　　　建武新政　　　　開始(ただし"建武"年号は1334～)　☆光厳天皇廃位・摂関廃止

　　　　機構    　記録所　　　…重要政務一般

　　　　　　　　　雑訴決断所　　　　　…土地訴訟  幕府の引付を継承

　　　　　　　　　武者所…京の警備  頭人は 新田義貞
　　　　　　　　　恩賞方…論功行賞
　　　　　　　　　陸奥将軍府…EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のりよし),義良)親王(後醍醐皇子)・北畠顕家　　　　  東北を管轄(多賀城)
　　　　　　　　　鎌倉将軍府…EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なりよし),成良)親王(後醍醐皇子)・足利直義　　　　  関東を管轄
　　　　　　　　　国司・守護…諸国に併置

　　　　※君主独裁制を志向　←宋の朱子学(君臣の別を強調)の影響

　　　　問題  ①旧習の無視(｢朕が新儀は未来の先例たるべし｣)と朝令暮改　　→社会の混乱

　　　　　　　　　ex．綸旨　　(天皇の命令)絶対主義とその乱発、新貨幣・紙幣の発行

　　　　　　　　　　　個別安堵法(所領の安堵は綸旨で確認)→訴訟殺到→中止　史料２４－１
　　　　　　　②武士の不満　ex．恩賞等の不公平…貴族の優遇

　　　　　　　　　　　　　　　　大内裏造営計画…費用を地頭に賦課

　　　　　　　③内部分裂　ex．足利尊氏　　(要職外)　　護良親王(征夷大将軍→鎌倉で幽閉）
　　1334．二条河原の落書…新政の混乱を描写　(『　建武年間記』)  史料２４－２
    1335．中先代の乱…北条時行(高時の子)信濃で挙兵→鎌倉陥落(足利直義、護良親王を暗殺)

　　　　　　→尊氏下向、乱を鎮圧  →新政に反旗  →新田義貞を破る

　　1336. 尊氏上洛→九州へ敗走→東上→EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みなとがわ),湊川)の戦い(楠木正成敗死)

　　　　→後醍醐幽閉・退位

　　　　　　　　　脱出　　　　　 内　乱　　　　　　　　　　　1336～48
　☆南朝( 大覚寺統)　　　　　　　　　　　　　　　　 ☆北朝( 持明院統)
日本史授業プリント（38期）中世１３　足利幕府と守護大名
南朝の劣勢　※吉野　　、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あのう),賀名生)[大和]などを転々とする
　後醍醐天皇没[1339]→後村上天皇(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のりよし),義良)親王)[1339～68]
　新田義貞[1338]・北畠顕家[1338]・楠木EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まさつら),正行)[1348]ら有力武将も早期に戦死

　→EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かねよし),懐良)親王(後醍醐の皇子：九州)、北畠親房　　　　(顕家の父：関東)ら抗戦するも、劣勢。

北朝と足利幕府  ※主に京都　光明天皇・光厳上皇(院政)は足利幕府のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(かいらい),傀儡)
  1336．建武式目　　　　制定…史料２５－１　幕府の所在地など１７カ条の答申＝法律ではない
          ☆ 基本法典は貞永式目    →｢建武以来追加｣…追加法令集(貞永式目に追加)

  1338. 尊氏、征夷大将軍就任…幕府成立

       　 　軍事面を担当( 執事 高師直　　　が補佐)、行政面は弟 直義　　が担当…二頭政治

  →直義派(漸進派・官僚派)と師直派(急進派・武将派)の対立

  1350～52． eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(かんのう),観応)の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(じょうらん),擾乱)　　　　…直義→×師直[1350]、尊氏→×直義[1352]
    →全国へ波及  ex．足利直冬(尊氏の子で直義の養子)は九州で南朝方へ

                      尊氏方・直義方・南朝が離合集散→内乱の複雑化
  1358. 尊氏没  →２代将軍は  eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(よしあきら),義詮)
　☆内乱長期化の原因

　　①複雑な戦況     ②社会の変動 ex.地縁社会への移行、新勢力の台頭、戦争形態の変化
社会の変動   ☆南北朝内乱の長期化

  (１) 血縁社会から地縁社会へ  …惣領制の変質  守護の地位上昇
  (２) 武士層(在地領主層)の再編　…地頭・御家人・非御家人・悪党・名主などが混然

    →国人　　 (国衆)…在地領主として成長、守護と対立

    →国人一揆の形成  …神仏に誓約して一致団結( 一味同心)　地縁的集団

        　　　　　　　　目的：自衛、行動の統一、相互扶助、農民支配 etc.

守護大名の成長

　(１) 権限の拡大  ←幕府が付与(内乱を優位に進めるため)
       ※鎌倉期には、大犯三箇条(大番催促、謀反・殺害人の逮捕) と

                   　貞永式目で追加された 夜討・強盗・山賊・海賊の取締りに限定されていた

　　①  eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かりたろうぜき),刈田狼藉)　　　　 (相手方の田の稲を不法に刈り取る…土地訴訟での実力行使)の取締り　
　　②  eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しせつじゅんぎょう),使節遵行)　　　 (幕府の採決を守護が強制執行)   　     　　　　　任国での実権を握る
　(２) 経済力の確保  ←内乱による混乱　※鎌倉期にはほぼなし
　　①半済　　(令)…国内の 荘園・公領の年貢の半分を兵粮として守護に徴収させる

　　　　初例　1352年(尊氏)…観応の擾乱の混乱中の治安維持が目的　史料２６－１
　　　　　　　　近江・美濃・尾張のみに兵粮料所を設置　１年限り・年貢の半分 

　　　　　　　→徐々に 全国化、永続化、土地(下地)の半分へ  …守護による荘園侵略が進む

　　②守護請　　　…守護が年貢徴収を請け負う。荘園・公領の経営を領主から一任。

        　　　　　　→荘園領主は無力化、守護は家臣に荘園を分与するなど権限などを得る

  →守護大名　　　　へ成長　…一国支配権の確立( 守護領国制 ) 　※領域は国単位
      ・国人を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひかんか),被官化)(家臣として支配・編成) →国人一揆との抗争

　　　・国内の諸税の賦課・徴収　ex．一国平均役(寺社造営などの臨時賦課)、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たんせん),段銭)・ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むねべつせん),棟別銭)の徴収

　　　・国衙の機能を吸収…国衙の役人をも被官化　　　　　　　　　　　　　　　　幕府へ

☆｢ ばさら(婆裟羅)｣(伝統を無視した華美な服装や振る舞い)の流行

       ばさら大名…旧来の権威を無視  ex．高師直、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ときよりとお),土岐頼遠)、佐々木高氏(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どうよ),道誉))

日本史授業プリント（38期）中世１４　室町幕府
安定期の室町幕府

将軍」　　　　1358～67　尊氏の子
　　　　　　　　1368～94  義詮の子　幼時はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんれい),管領) 細川頼之が補佐
  1378. 花の御所(京都室町)造営、幕府を移転  →"室町幕府"

  　1383. 征西将軍懐良親王敗死←九州探題 今川EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りょうしゅん),了俊)(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さだよ),貞世))
 　 1390. 土岐氏の乱…土岐康行(美濃･尾張･伊勢の守護)敗死

  　1391. 明徳　　の乱…山名　　氏清敗死  ※山名一族…１１国の守護(｢六分一殿｣)→３国に
  　1392. 南北朝の合一：三種の神器を 後亀山天皇(南朝)から 後小松天皇(北朝)へ

          　　両統迭立が条件　→その後無視＝南朝の消滅  →後南朝の抵抗(ex.後亀山は吉野へ)

　　　　　　　　　1394～1423　義満の子

※実権は義満　将軍辞職後→太政大臣→出家　｢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅさんごう),准三后)」(皇后･皇太后･太皇太后に準ずる待遇)へ
  　1397. 北山第(金閣)の造営

  　1399．応永　　の乱…大内　　義弘(６か国の守護)敗死　※鎌倉公方 足利満兼が一時反旗

☆妻を後小松天皇のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅんぼ),准母)、子の義嗣を親王と同列に　…天皇を超える権威へ　→1408．急死

室町幕府の機構

 将軍の補佐、足利一門の 細川　　・斯波　　・畠山　　 (｢三管領｣) から交替
管領　　　　侍所　　…京都の警備・刑事訴訟　山城国守護を兼任
　　　　　　　　　　　　　　長官＝所司…山名　　・京極　　・赤松　　・一色　　(｢四職　　｣)

政所…財政　長官＝執事…二階堂氏→伊勢氏　　　　　　　　　から交替
　　　　　　　　　　　　問注所(三善氏)・評定衆・引付衆など


鎌倉府　　　…関八州(関東８ヶ国)と伊豆・甲斐(のち奥羽も)を管轄　小幕府的
　　　　　　　　　　　　　　　初代は足利基氏　　 (尊氏の子)　その子孫が世襲

　　　　　　　　　　鎌倉公方    関東管領　　　　　侍所・政所・問注所・評定衆・引付衆など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌倉公方の補佐　上杉　　氏

九州探題( 鎮西探題とも　渋川氏)・奥州探題(大崎氏)・羽州探題(最上氏)
          　　守護（多くは在京→任国には 守護代)・地頭

  EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほうこうしゅう),奉公衆)　　…幕府直轄軍  将軍の護衛・直轄領の管理　5番編成300人
　特色　①鎌倉幕府に類似　　　②有力守護大名の連合政権的（世襲制）

　　　　③重職である管領・侍所所司は交替制による勢力の均衡

室町幕府の財政基盤

  ａ．御料所　　　…幕府直轄領　全国に散在　奉公衆が管理

  ｂ．段銭　　(田地)・棟別銭　　　(家屋)…諸国の田地・家屋に  守護が徴収する臨時税

  ｃ．土倉役　　　　　・酒屋役　　　…土倉・酒屋(≒高利貸)への課税

  ｄ．関銭(関所)・津料　　(港湾)…通行・入港税

  ｅ．日明貿易の利益  ex．抽分銭…輸入税(１割)

  ｆ．その他の税    ex．徳政分一銭(徳政令発布の手数料)、地子銭(市街地の宅地に)
　特色　①不安定な財源　　　②土地経済よりも貨幣経済の重視

日本史授業プリント（38期）中世１５　　幕府の衰退と一揆
一揆と幕府の衰退
　　　　1392～1423.

    父義満の政策を一部否定  ex．北山第の解体  日明貿易の中断

 　 1416～17. 上杉禅秀の乱…鎌倉公方 足利持氏　　関東管領 上杉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うじ),氏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のり),憲)(禅秀)→自害 

　　　　　　 1423～25. 　義持の子(１７歳)…実権は父に

　  病死→前将軍義持が執政→没[1428]→兄弟の中からくじ引きで後継を決定(天台座主義円→還俗)

　 1428．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうちょう),正長)　の土一揆(徳政一揆)…徳政令(債権・債務の破棄命令)を要求（→中世１９）
　　　　　　近江国  坂本 　の 馬借　　(運送業)の蜂起が契機

　      　　→畿内周辺の農民も参加　→幕府は徳政令を発布せず　→京へ乱入　

      　　　→酒屋・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どそう),土倉)・寺院(高利貸業)を襲撃、貸借証文を焼却…「私徳政」

      　　　　｢日本EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいびゃく),開闢)(白)以来、土民蜂起是れ始めなり｣(『大乗院日記目録』) 史料５６－２
      　　　　※大和国 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やぎゅう),柳生)郷の地蔵像に 徳政碑文　
　 1429. 播磨の土一揆…守護赤松氏の支配に反発　
　　　　　    1429～41. 義持の弟

    専制政治…“万人恐怖"  守護大名への統制も強化

  1438～39. 永享　　の乱…持氏が幕府に反抗→関東管領 上杉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のり),憲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざね),実)が鎮圧

  1440～41. EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうき),結城)合戦…結城EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うじ),氏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とも),朝)ら東国勢が持氏の遺児を擁立して挙兵

  1441. 嘉吉の乱　　　…赤松満祐　　　　による将軍暗殺  →満祐は 山名持豊らに討たれる

　　　　嘉吉の土一揆(徳政一揆)…土民、組織的行動で京都を包囲　→幕府、公式に徳政令発布
　☆"代始めの徳政"への期待

応仁の乱と下剋上

　　　　1442～43. 義教の子(９歳)  病没
 　　　　     1449～73. 義勝の弟  幼時は管領畠山持国が補佐
    　　　　　政務怠慢、徳政令多発、建築に傾倒    →社会の混乱

　　　　　　　☆妻 日野富子　　　　…政治に介入　京都七口への関所設置などで蓄財

　　　　　　　※関東でも戦乱… 享徳の乱[1454～77]
  1467～77．応仁・文明　　の乱　原因 将軍の後継者争いと幕府の内部分裂
　　 ＜東軍＞　義視　　(義政の弟)　細川勝元　　　　　　　政長(持国の養子)　　 義EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とし),敏)
　   ---足利　-----------------   ---------------畠山　--------------斯波 -----------

　　 ＜西軍＞　義尚　　(義政の子)　山名宗全　　　(持豊)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よしなり),義就)(持国の実子)　　 義EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かど),廉)
    ・４４ヵ国２７万の兵が京都で戦闘・長期化→全国へも波及

　　　　途中で義視が義政と対立して宗全と結ぶなど混乱　　勝元・宗全の病死→諸大名は帰国

    ・足軽　　の活躍…軽装の歩兵・傭兵　放火・略奪など　（「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しんにょどう),真如堂)縁起絵巻」）

    結果  ① 京都の荒廃、貴族の都落ち　史料２８－１　 →文化の地方普及
          ② 幕府権威の失墜  …幕府の支配力は京都周辺のみに

          ③ 守護代・国人の台頭  …下克上　　　の風潮

          ④ 荘園制の崩壊  →貴族の没落

※応仁の乱の余波～その後の主な一揆

  Ａ．山城　　の国一揆[ 1485～93]  ←守護 畠山　　氏の内紛…応仁の乱が波及

    　　南山城の 国人・土民が結集→畠山両軍退去・寺社本所領還付・新関廃止を決議

　　　　　「但しまた下極上のいたりなり」(『大乗院寺社EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぞうじき),雑事記)』…僧尋尊の日記) 史料２７－３
    　　→８年間の自治  ex．国掟の制定、月行事(三十六人衆)、半済の実施  →のち分裂・崩壊

  Ｂ．一向一揆　　　　…一向宗(浄土真宗)門徒の団結  近畿・東海・北陸など　

    ex．加賀　　の一向一揆[ 1488～1580]  ←守護 富樫　　氏の内紛…応仁の乱の波及

          宗徒、富樫EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まさちか),政親)(東軍)と結んで幸千代(西軍)を倒し、更に政親をも滅ぼす

          →約１００年間、門徒・坊主・国人による自治(｢百姓の持ちたる国｣) 史料２７－４
          →信長軍(柴田勝家)により崩壊
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義政　 　





義勝





いなかにも京にも御所の絶え果てて  公方にことをかきつ元年


　(鎌倉公方と将軍)                        　(欠)(嘉吉)





義教　 　





土民、侍をして国中にあらしむべからざる所と云々。


乱世の至(いたり)なり。
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後醍醐
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天　皇





後醍醐





光厳　　　





後鳥羽院の御時、信濃前司行長（中略）学問をすてて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とんせい),遁世)�したりけるを、慈鎮(慈円)和尚、一芸ある者をば下部までも召しおきて、不便にせさせ給ひければ、この信濃入道を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふち),扶持)�し給ひけり。この行長入道、平家物語を作りて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しょうぶつ),生佛)�といひける盲目に教へて語らせけり。（中略）かの生佛がうまれつきの声を、今の琵琶法師は学びたるなり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『徒然草』２２６段）
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